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＊試験開始後 30 分以内は退出できません。 
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＊解答は解答用紙に記入すること 

＊試験時に使用できる物は、黒鉛筆またはシャープペンシル、 
消しゴム、鉛筆削り（小型のもの） 
それ以外の使用は認めません。 
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問題 

以下の文章を読み、その内容を簡潔に述べなさい。また、ここでテーマに据えてい

るデザインの問題は何か、あなたの考えを論述してください。(字数制限なし)   

 
今日のビジネスにおいて、なぜアート的な思考・行動様式が求められるのか。大きく三つ

の理由があると思います。  

一つ目の理由として挙げたいのが「正解の無価値化」です。現在、昭和から平成の初期に

かけて大きな価値を持っていた「正解」の価値が大きく減損している一方で、逆に「問題」

の価値が大きく高まっています。 昭和の中期から後期にかけて、世の中には多くの「問題」

が満ち䬨れていた一方で、その問題に対して「正解」を出せる組織や人材は少なく、結果的

に「正解を出せる人」の価値が大きく高まりました。私たちは「正解を速く正確に出せる人」

を「優秀な人材」と考える強い傾向がありますが、それは「問題が過剰で正解が希少な社会」

において形成された一種のバイアスなのだということを忘れてはなりません。 

具体例で考えてみればわかりやすい。例えば、社会科の授業で習った昭和中期の「三種の

神器」というのはすなわち、電気冷蔵庫、電気洗濯機、テレビという三つの家電のことです

が、これらが「神器」と言われるまでに渇望されたのは、そこに普遍的な「問題」が存在し

たからです。その問題とはすなわち「家の中で食べ物を保存できない」「手作業での洗濯が

とてもつらい」「家の中に娯楽がない」という問題です。  

しかし今日の社会においては、このような普遍的な問題はほとんど解消されてしまって

います。なぜだと思いますか？ 市場原理は必ず「普遍的な問題」から順に解消していくこ

とを求めるからです。問題をビジネスとして捉えた場合、「問題の深さ」は単価に、「問題の

広さ」は顧客数として計量されます。市場規模が「単価と顧客数の積」になる以上、市場は

「深くて広い問題」、つまり「普遍的な問題」に「正解」を提供していくことを求めます。

これを順繰りに繰り返していけば、やがて「普遍的な問題」の多くが片づいた状態となる一

方で、市場に残っているのは「深いけど狭い問題」か「広いけど浅い問題」のどちらかにな

ります。これだけ製薬会社が莫大な開発投資をしているにもかかわらず、難病の多くが手付

かずのままになっていますが、なぜそういうことが起きるかというと難病のうちの多くが

希少疾病だからです。希少な疾病を治癒させる画期的な新薬が作れたとしても、市場として

美味しくないから開発に対して前向きになれないわけです。  

さて、このようにして「普遍的な問題」があらかた解消してしまうと「正解」を提供する

能力が今度は過剰供給されることになります。経済学の基本原則に則れば「過剰なもの=正

解」の価値はデフレし、「希少なもの=問題」の価値がインフレすることになります。これは

つまり「優秀さの定義」が、かつての「与えられる問題について速く、正確に正解を出せる

こと」から、今後は「誰も気づいていない新しい問題を発見・提起できること」にシフトす

るということです。本書ではアート的な思考を「未知の B 地点(領域)にたどり着くこと」と

定義していますが、つねに「新しい問題」を探すことがそこにもつながります。  



では、どのようにすれば「新しい問題」を見つけることができるのでしょうか？ その回

答の詳細は本書を読んでほしいということになるのですが、ここで私なりのキーワードで

頭出しをしておけば、それこそが「美意識」ということになります。皆が当たり前だと思っ

ていることに対して「何かがおかしい、美しくない」と思える審美的感性、さらには時代感

覚や世界観に基づいて「本来はこうあるべきではないのか？」をイメージし、それを他者に

伝えられる力が求められる、ということです。 
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